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債
権
保
全
・
回
収
（
５
）

　
前
回
か
ら
債
権
の
回
収
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

前
々
回
で
債
権
の
保
全
方
法
と
し
て

紹
介
し
た
物
的
担
保
の
実
行
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

法
定
担
保
の
実
行
方
法

　
法
定
担
保
で
あ
る
先
取
特
権
（
こ

こ
で
は
動
産
売
買
先
取
特
権
を
取
り

上
げ
ま
す
）
及
び
商
事
留
置
権
の
実

行
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
動
産
売
買
先
取
特
権

　
動
産
売
買
先
取
特
権
と
は
、
動
産

の
売
主
が
売
買
代
金
債
権
の
担
保
の

た
め
売
買
の
目
的
物
に
対
し
て
取
得

す
る
権
利
で
す
。

　
買
主
が
代
金
を
支
払
わ
な
い
場
合
、

売
主
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
買
主
の

保
有
す
る
目
的
物
の
強
制
競
売
を
申

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
競
売
代
金

か
ら
優
先
的
に
支
払
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
も
し
、
目
的
物
が
第

三
者
へ
転
売
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

買
主
の
転
売
先
に
対
す
る
代
金
債
権

を
差
し
押
さ
え
、
直
接
取
り
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
こ
れ
を
「
物
上

代
位
」
と
い
い
ま
す
）。

②
商
事
留
置
権

　
商
事
留
置
権
の
内
容
に
つ
い
て
は

前
々
回
で
説
明
し
ま
し
た
が
、
物
の

引
渡
し
を
拒
む
こ
と
に
よ
っ
て
間
接

的
に
債
務
の
弁
済
を
促
す
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
民
事
執
行
法
上
の
強
制

競
売
を
申
し
立
て
、
競
売
代
金
と
相

殺
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
債
権

に
つ
い
て
事
実
上
優
先
弁
済
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

約
定
担
保
の
実
行
方
法

　
次
に
、
約
定
担
保
の
実
行
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
抵
当
権

　
抵
当
権
の
実
行
方
法
と
し
て
は
、

対
象
と
な
る
不
動
産
を
競
売
に
か
け
、

そ
の
競
売
代
金
か
ら
弁
済
を
受
け
る

方
法
が
一
般
的
で
す
。

　
そ
の
他
の
方
法
と
し
て
、
そ
の
不

動
産
の
価
値
が
低
く
、
競
売
で
は
十

分
な
債
権
回
収
が
難
し
い
も
の
の
、

そ
の
不
動
産
が
賃
貸
物
件
で
あ
り
賃

料
収
入
か
ら
債
権
回
収
が
見
込
め
る

よ
う
な
場
合
に
は
「
物
上
代
位
に
よ

る
賃
料
差
押
え
」
と
い
う
方
法
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
で

は
、
不
動
産
の
維
持
管
理
は
引
き
続

き
債
務
者
（
賃
貸
人
）
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
料
収
入
か
ら
債
権
回
収

を
図
る
も
う
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、

「
担
保
不
動
産
収
益
執
行
」
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
不
動

産
を
差
し
押
さ
え
、
裁
判
所
か
ら
選

任
さ
れ
た
管
理
人
に
不
動
産
の
管
理

と
賃
料
回
収
を
行
わ
せ
る
も
の
で
す
。

こ
の
方
法
で
は
不
動
産
管
理
を
行
う

管
理
人
へ
の
報
酬
な
ど
相
当
程
度
の

費
用
が
か
か
り
ま
す
。
比
較
的
賃
料

収
入
額
が
大
き
く
、
か
つ
安
定
し
て

い
る
不
動
産
の
場
合
に
は
有
効
な
回

収
方
法
で
す
。

②
質
権

　
質
権
の
実
行
方
法
と
し
て
は
、
裁

判
所
に
対
し
て
質
権
の
目
的
物
（
質

物
）
の
競
売
を
申
し
立
て
、
そ
の
競

売
代
金
か
ら
回
収
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
質
物
が
債
権
の
場
合
、
質
権

者
は
競
売
に
よ
る
こ
と
な
く
第
三
債

務
者
に
対
し
て
直
接
取
り
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
も
っ
と
も
、
取
り

立
て
が
で
き
る
の
は
債
権
者
の
有
す

る
債
権
の
範
囲
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
商
事
債
権
を
被
担
保
債
権

と
す
る
質
権（
商
事
質
権
）の
場
合
、

「
流
質
契
約
」
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
流
質
契
約
と
は
、
質
権
設
定

時
や
弁
済
期
前
に
、
弁
済
が
な
さ
れ

な
い
と
き
に
は
質
権
者
に
質
物
の
所

有
権
を
取
得
さ
せ
た
り
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
方
法
（
競
売
等
）
に
よ
ら

な
い
で
質
物
を
処
分
す
る
こ
と
を
認

め
る
契
約
で
す
。

　
質
物
が
債
権
で
あ
る
場
合
、
流
質

契
約
に
よ
り
、
質
権
者
は
被
担
保
債

権
の
範
囲
を
超
え
て
、
質
物
で
あ
る

債
権
全
額
を
取
り
立
て
る
こ
と
も
可

能
に
な
り
ま
す
が
、
質
権
設
定
契
約

等
に
清
算
条
項
が
あ
れ
ば
、
被
担
保

債
権
額
を
上
回
る
部
分
を
債
務
者
に

返
還
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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【
主
な
取
扱
分
野
】
企
業
法
務
、
債

権
回
収
、
債
務
整
理
、
交
通
事
故
被

害
（
損
害
賠
償
請
求
）。

実
務
に
役
立
つ

企
業
法
務
の
基
礎

山
下
江
法
律
事
務
所
の
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